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は

じ

め
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二

 

グ

ラ

ウ

と

レ

グ
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三

 

竪

斜

横

に

因

っ

て

路

の

の

り

を

は

か

る 

四

 

む

す

び 

 

一 

は

じ

め

に 

 

京

都

大

学

の

付

属

図

書

館

に

「

元

和

航

海

記

」

と

表

紙

に

記

さ

れ

、

そ

の

序

に

元

和

四

年

八

月

に

長

崎

在

住

の

池

田

與

右

衛

門

入

道

好

運

編

輯

と

書

か

れ

た

手

写

本

が

あ

り

、

「

元

和

航

海

記

」

と

呼

ば

れ

た

り

、

「

元

和

航

海

書

」

と

呼

ば

れ

た

り

し

て

い

る

。

（

以

後

『

航

海

書

』

と

呼

ぶ

）

元

和

四

年

は

西

暦

一

六

一

八

年

に

あ

た

り

、

当

時

に

日

本

へ

導

入

さ

れ

た

西

洋

の

航

海

術

が

ハ

ン

ド

ブ

ッ

ク

の

形

で

ま

と

め

ら

れ

て

い

る

。

マ

ノ

エ

ル

・

ゴ

ン

サ

ロ

と

い

う

南

蛮

人

か

ら

実

地

の

航

海

を

し

な

が

ら

伝

授

さ

れ

た

と

あ

る

。

当

時

の

西

洋

の

航

海

術

は

大

航

海

時

代

を

切

り

開

い

た

ポ

ル

ト

ガ

ル

と

ス

ペ

イ

ン

の

両

国

（

南

蛮

の

国

）

で

発

達

し

た

も

の

で

あ

っ

た

。

こ

れ

ら

両

国

で

作

ら

れ

た

航

海

術

の

ハ

ン

ド

・

ブ

ッ

ク

は

「

ギ

ア

・

ナ

ウ

チ

コ(G
u

ia N
áu

tico)

」

、

「

レ

ジ

メ

ン

ト

・

ナ

ウ

チ

コ

(R
egim

en
to N

áu
tico)

」

、

「

リ

ブ

ロ

・

デ

・

ア

ル

テ

・

デ

・

ナ

ベ

ガ

ー

ル(L
ibro 

de 
A

rte 
de 

N
avegar)

、

「

リ

ブ

ロ

・

デ

・

マ

リ

ニ

ャ

リ

ア(L
ivro 

de 

M
arin

h
aria)

」

な

ど

と

呼

ば

れ

て

い

た

。

ギ

ア

は

英

語

の

ガ

イ

ド

ブ

ッ

ク

に

あ

た

る

。

レ

ジ

メ

ン

ト

は

『

航

海

書

』

の

冒

頭

で

「

レ

ジ

メ

ン

ト

と

は

注

文

と

云

う

也

」

と

解

説

さ

れ

て

い

る

が

、

用

法

書

、

規

則

書

の

意

味

に

あ

た

る

。 

大

航

海

時

代

の

夜

明

け

と

も

い

う

べ

き

時

代

に

ポ

ル

ト

ガ

ル

は

ア

フ

リ

カ

の

西

岸

を

南

下

し

て

行

っ

た

。

次

第

に

沿

岸

航

海

で

は

す

ま

な

く

な

っ

て

大

西

洋

に

乗

り

出

し

て

い

っ

た

。

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

人

達

が

地

中

海

の

中

を

航

海

し

て

い

る

う

ち

は

磁

石

と

ポ

ル

ト

ラ

ー

ノ

と

通

称

さ

れ

る

海

図

を

頼

り

と

し

て

い

た

が

、

未

知

の

大

洋

で

あ

る

大

西

洋

の

航

海

に

お

い

て

は

ポ

ル

ト

ラ

ー

ノ

は

存

在

せ

ず

、

こ

れ

に

頼

ら

ず

に

船

の

居

る

場

所

を

知

る

必

要

が

出

て

き

た

。

そ

こ

で

導

入

さ

れ

た

の

が

、

当

時

の

イ

ス

ラ

ム

圏

で

発

達

し

、

隣

接

す

る

ス

ペ

イ

ン

で

も

盛

ん

と

な

っ

た

天

文

学

の

知

識

で

あ

っ

た

。

イ

ス

ラ

ム

教

は

聖

地

メ

ッ

カ

に

向

っ

て

礼

拝

を

行

う

た

め

の

位

置

と

時

間

を

得

る

天

文

学

を

重

要

視

し

た

。

ポ

ル

ト

ガ

ル

に

お

け

る

天

文

航

法

の

開

始

時

期

は

エ

ン

リ

ケ

航

海

親

王

の

晩

年

の

一

五

世

紀

の

後

半

と

さ

れ

て

い

る

。
（

１

）

最

初

に

応

用

さ

れ

た

の

は

現

在

「

北

極

星

緯

度

法

」

と

称

さ

れ

る

北

極

星

の

高

度

測

定

を

用

い

る

方

法

で

、

｢

北

の

レ

ジ

メ

ン

ト

｣

と

称

さ

れ

た

。

こ

の

方

法

に

は

問

題

が

出

て

き

た

。

ア

フ

リ

カ

を

南

下

す

る

う

ち

に

北

極

星

が

見

え

な

く

な

っ

た

か

ら

で

あ

る

。

そ

こ

で

利

用

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

の

が

太

陽

の

高

度

測

定

で

、

現

在

「

太

陽

の

子

午

線

緯

度

法

」

と

呼

ば

れ

る

方

法

で

あ

る

。

一

三

世

紀

の

後

半

に

カ

ス

テ

ィ

ー

リ

ャ

王

国

に

お

い

て

、

ア

ル

フ

ォ

ン

ソ

一

〇

世

（

「

賢

王

」

）

が

「

天

文

学

の

知

識

の

書

」

を

編

纂

さ

せ

た

。

そ

の

中

に

「

太

陽

の

子

午

線

緯

度

法

」

が

記

さ

れ

て

い

る

。

こ

の

方

法

は

後

に

ポ

ル

ト

ガ

ル

と

ス

ペ

イ

ン

で

「

太

陽

の

レ

ジ

メ

ン

ト

」

と

称

さ

れ

、

何

世

紀

に

も

渡

っ

て

航

海

に

使

用

さ

れ

た

。 
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『

航

海

書

』

の

紙

数

の

七

割

近

く

を

太

陽

の

赤

緯

表

が

占

め

る

が

、

そ

れ

は

当

時

の

最

も

重

要

な

天

文

航

法

を

用

い

る

た

め

に

必

要

で

あ

っ

た

か

ら

で

あ

る

。

 

 

二

 

グ

ラ

ウ

と

レ

グ

ア

 
 

 

太

陽

子

午

線

緯

度

法

は

緯

度

を

知

ろ

う

と

す

る

日

の

正

中

時

の

太

陽

高

度

を

測

り

、

そ

の

高

度

と

赤

緯

表

に

よ

っ

て

そ

の

日

の

太

陽

の

赤

緯

と

の

差

を

求

め

て

、

居

る

所

の

緯

度

を

知

る

方

法

で

あ

る

。

「

度

」

、

す

な

わ

ち

英

語

のdegree

に

あ

た

る

ポ

ル

ト

ガ

ル

語

は

「

グ

ラ

ウ

（grau

）

」

で

あ

る

が

、

『

航

海

書

』

で

は

『 

ガ

賀

ラ

羅

ホ

歩

』

、

ガ

ラ

ブ

』

、

『

ガ

ラ

フ

』

、

『

カ

ラ

フ

』

、

『

ガ

ラ

ン

ブ

』

な

ど

と

表

記

し

、

『

世

界

の

ま

わ

り

三

百

六

十

ガ

ラ

フ

な

り

三

百

六

十

段

と

云

義

』

と

説

明

し

、

『

段

』

と

訳

し

て

い

る

。

一

度

の

六

〇

分

の

一

の

「

分

」

、

英

語

のm
in

u
te

に

あ

た

る

ポ

ル

ト

ガ

ル

語

は

『

ミ

ノ

ウ

ト

微

能

度

』

、

『

ミ

ヌ

ウ

ト

』

、

『

ミ

ヌ

ツ

ト

』

と

表

記

し

て

い

る

。

な

お

『

メ

ウ

ガ

ウ

ブ

』

は

ポ

語

表

記

「m
eia grau

」

（

「

メ

イ

ア

・

グ

ラ

ウ

」

）

で

、

角

度

の

「

半

度

」

の

こ

と

で

、

『

ガ

ラ

ブ

半

分

ミ

ヌ

ウ

ト

卅

也

。

な

ん

ば

ん

に

は

メ

ウ

ガ

ウ

ブ

と

云

。

』

と

説

明

さ

れ

て

い

る

。

同

様

に

、

『

ダ

ウ

ス

テ

ル

シ

ヨ

』

は

ポ

語

表

記

「dou
s tercio

」

（

「

ド

ウ

ス

・

テ

ル

シ

ヨ

」

）

で

三

分

の

二

の

意

味

。

角

度

の

三

分

の

二

度

で

、

『

ガ

ラ

ブ

三

分

二

は

ミ

ヌ

ウ

ト

四

十

也

。

な

ん

ば

ん

の

口

に

は

ダ

ウ

ス

テ

ル

シ

ヨ

と

云

』

、

『

ウ

ン

テ

ル

シ

ヨ

』

は

ポ

語

表

記

「u
m

 tercio

」

（

「

ウ

ン

・

テ

ル

シ

ヨ

」

）

で

三

分

の

一

の

意

味

。

角

度

の

三

分

の

一

度

で

、

『

ガ

ラ

ブ

三

分

一

は

ミ

ヌ

ウ

ト

廿

也

。

な

ん

ば

ん

の

口

に

は

ウ

ン

テ

ル

シ

ヨ

と

云

』

と

述

べ

て

い

る

。

地

球

上

の

ど

こ

の

位

置

に

居

る

か

を

表

す

に

は

緯

度

と

経

度

を

も

っ

て

す

れ

ば

よ

い

が

、

航

海

に

お

い

て

は

進

ん

だ

距

離

と

結

び

つ

か

な

く

て

は

実

用

的

と

は

言

え

な

い

。

そ

の

こ

と

を

一

六

世

紀

の

ス

ペ

イ

ン

の

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

・

フ

ァ

レ

イ

ロ

の

「

天

球

お

よ

び

航

海

術

論

」

は

「

こ

こ

ま

で

出

て

き

た

規

則

は

、

距

離

あ

る

い

は

乖

離

を

度

数

に

よ

っ

て

示

す

よ

う

に

し

て

き

た

の

で

、

そ

の

同

じ

も

の

を

レ

グ

ア

で

知

る

こ

と

が

望

ま

し

い

。

あ

る

港

か

ら

他

の

港

ま

で

ど

れ

だ

け

の

度

数

が

あ

る

か

を

知

っ

て

、

ど

の

方

向

へ

進

む

か

を

見

れ

ば

、

何

日

の

航

海

で

あ

る

か

が

わ

か

り

、

そ

の

方

向

に

向

っ

て

一

度

を

上

が

っ

た

り

下

が

っ

た

り

す

る

の

に

何

レ

グ

ア

を

航

海

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

か

が

わ

か

る

。

」

と

そ

の

必

要

性

を

述

べ

、

続

け

て

一

度

が

ど

れ

だ

け

の

距

離

の

単

位

に

相

当

す

る

か

を

「

こ

の

た

め

に

は

、

全

て

の

陸

地

と

水

の

円

形

は

六

〇

〇

〇

レ

グ

ア

を

有

し

、

こ

れ

を

全

世

界

が

入

っ

て

し

ま

う

三

六

〇

度

で

割

る

と

、

一

度

は

一

六

レ

グ

ア

と

三

分

の

二

と

な

る

。

た

だ

し

、

人

に

よ

っ

て

は

一

七

レ

グ

ア

ち

ょ

う

ど

を

好

み

、

ま

た

人

に

よ

っ

て

は

一

七

レ

グ

ア

半

を

好

む

。

も

し

一

度

が

一

七

レ

グ

ア

の

場

合

は

世

界

の

円

形

は

六

一

二

〇

と

な

り

、

も

し

一

七

度

半

で

あ

れ

ば

、

全

世

界

は

六

三

〇

〇

ち

ょ

う

ど

と

な

る

。

私

お

よ

び

他

の

多

く

の

調

査

を

行

っ

た

者

に

と

っ

て

最

も

満

足

で

き

る

の

は

六

〇

〇

〇

で

あ

る

。

し

か

し

、

正

確

に

そ

れ

を

確

か

め

た

者

は

誰

も

い

な

い

し

、

ま

た

で

き

る

と

も

思

え

な

い

の

で

、

誰

も

が

自

分

の

好

き

な

意

見

を

通

す

こ

と

が

で

き

る

。

」
（

２

）

と

言

い

、

一

度

の

距

離

を

一

六

レ

グ

ア

と

三

分

の

二

、

一

七

レ

グ

ア

、

一

七

レ

グ

ア

半

と

い

う

三

つ

の

数

値

を

挙

げ

て

い

る

。

レ

グ

ア

と

い

う

の

は

当

時

ポ

ル

ト

ガ

ル

や

ス

ペ

イ

ン

で

も

用

い

ら

れ

て

い

た

距

離

の

単

位

で

、

現

代

の

メ

ー

ト

ル

法

で

い

く

ら

に

相

当

す

る

か

は

後

述

す

る

が

、

一

度
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に

相

当

す

る

い

く

つ

も

の

レ

グ

ア

の

数

値

が

あ

る

の

は

地

球

の

周

長

の

推

定

が

異

な

っ

た

か

ら

で

あ

る

。

地

球

の

周

長

の

推

定

に

あ

た

っ

て

は

古

代

の

ギ

リ

シ

ャ

の

数

学

者

達

の

数

値

を

用

い

た

。

 

そ

の

一

つ

が

一

度

＝

一

六

レ

グ

ア

と

三

分

の

二

で

あ

っ

た

。

し

か

し

ジ

ョ

ア

ン

二

世

な

ど

が

ア

フ

リ

カ

の

西

岸

に

派

遣

し

た

ポ

ル

ト

ガ

ル

人

達

が

測

定

を

繰

り

返

し

行

う

内

に

こ

の

数

値

は

少

し

小

さ

す

ぎ

る

こ

と

に

気

付

き

だ

し

、

一

度

＝

一

七

レ

グ

ア

半

を

用

い

出

し

た

。

し

ば

ら

く

、

こ

の

二

つ

の

数

値

の

併

用

の

時

代

が

続

い

た

が

、

航

海

で

実

際

に

使

用

し

た

ピ

ロ

ト

達

は

次

第

と

一

七

レ

グ

ア

半

の

法

が

よ

り

正

し

い

と

考

え

る

よ

う

に

な

り

、

一

六

世

紀

後

半

に

は

一

度

＝

一

七

レ

グ

ア

半

と

い

う

数

値

が

常

用

さ

れ

る

に

到

っ

た

。

『

航

海

書

』

は

一

度

の

距

離

に

つ

い

て

『

ガ

ラ

ブ

一

つ

は

な

ん

ば

ん

道

拾

七

里

半

也

。

』

と

し

て

一

度

＝

一

七

レ

グ

ア

半

を

採

用

し

て

い

る

。 

今

井 

・

氏

は

「

天

官

書

X
X
I

」

中

の

「

南

蛮

地

度

考

」

と

題

す

る

論

文

（

３

）

で

、

一

度

＝

一

七

レ

グ

ア

半

の

根

拠

を

、

①

地

球

の

直

径

が

二

〇

〇

〇

レ

グ

ア

と

さ

れ

て

お

り

、

こ

れ

に

②

簡

略

化

し

た

円

周

率

三

・

一

五

を

掛

け

て

、

地

球

の

周

囲

を

六

三

〇

〇

レ

グ

ア

と

し

、

三

六

〇

度

で

割

っ

て

一

七

・

五

を

得

た

と

論

じ

ら

れ

て

い

る

が

、

こ

の

論

点

に

は

問

題

が

あ

る

。

ま

ず

、

ギ

リ

シ

ャ

の

古

来

よ

り

地

球

の

直

径

を

直

接

に

推

定

す

る

よ

う

な

方

法

は

な

く

、

地

球

の

大

き

さ

の

推

定

は

太

陽

の

高

度

や

太

陽

の

光

が

為

す

物

の

影

の

測

定

か

ら

円

周

を

推

定

す

る

方

法

し

か

な

か

っ

た

。

し

た

が

っ

て

、

今

井

氏

の

考

え

る

よ

う

な

計

算

を

わ

ざ

わ

ざ

せ

ず

と

も

、

古

代

か

ら

地

球

の

円

周

の

ほ

う

が

直

径

よ

り

も

先

に

推

定

さ

れ

て

い

た

の

で

あ

る

。

だ

か

ら

円

周

率

を

用

い

る

必

要

は

無

か

っ

た

。

ま

た

、

当

時

つ

か

わ

れ

て

い

た

円

周

率

は

七

分

の

二

二

（

＝

三

・

一

四

三

）

で

あ

り

、

わ

ざ

わ

ざ

三

・

一

五

を

使

う

こ

と

は

な

か

っ

た

。
（

４

） 

一

度

が

一

七

レ

グ

ア

半

と

い

う

数

値

の

重

要

性

は

、

そ

れ

ま

で

の

古

代

か

ら

の

数

値

に

疑

問

を

感

じ

出

し

た

ポ

ル

ト

ガ

ル

の

航

海

者

あ

る

い

は

天

文

学

者

や

数

学

者

達

の

実

測

の

よ

る

経

験

の

積

み

重

ね

か

ら

得

ら

れ

た

も

の

で

、

単

な

る

計

算

か

ら

導

き

出

し

た

も

の

で

は

な

い

と

い

う

点

で

あ

る

。

こ

こ

に

当

時

の

ポ

ル

ト

ガ

ル

あ

る

い

は

ス

ペ

イ

ン

と

い

う

イ

ベ

リ

ア

半

島

の

両

国

の

航

海

術

の

進

歩

を

見

て

と

る

べ

き

で

あ

ろ

う

。

 

さ

て

、

一

度

＝

一

七

レ

グ

ア

半

が

一

六

世

紀

に

定

着

し

て

い

っ

た

の

で

あ

る

が

、

そ

れ

で

は

一

七

レ

グ

ア

半

は

現

在

の

メ

ー

ト

ル

法

に

換

算

す

る

と

い

く

ら

に

な

る

の

で

あ

ろ

う

か

。

フ

ォ

ン

ト

ゥ

ー

ラ

・

ダ

・

コ

ス

タ

な

ど

ポ

ル

ト

ガ

ル

の

航

海

術

の

研

究

者

達

の

通

説

は

、

一

レ

グ

ア

は

四

ミ

ー

リ

ャ

で

、

当

時

の

ポ

ル

ト

ガ

ル

で

は

イ

タ

リ

ア

と

同

じ

ミ

ー

リ

ャ

を

用

い

て

お

り

、

一

ミ

ー

リ

ャ

は

一

四

八

〇

メ

ー

ト

ル

と

考

え

ら

れ

て

お

り

、

一

レ

グ

ア

は

五

九

二

〇

メ

ー

ト

ル

と

し

て

い

る

。

し

た

が

っ

て

、

一

度

は

一

〇

三

・

六

キ

ロ

メ

ー

ト

ル

と

な

る

。
（

５

）

 
 

こ

の

レ

グ

ア

は

ポ

ル

ト

ガ

ル

語

の

表

記

は

「légu
a

」

（

英

語

で

は

リ

ー

グ:leagu
e

）

で

あ

る

が

、

『

航

海

記

』

で

は

『

パ

ア

ス

八

千

を

ウ

ン

レ

イ

ゴ

ス

と

云

』

、

『

ウ

ン

レ

イ

コ

ス

と

は

一

里

と

云

也

』

と

説

明

さ

れ

て

い

る

。

そ

し

て

『

航

海

書

』

は

当

時

の

ポ

ル

ト

ガ

ル

の

距

離

の

単

位

関

係

に

つ

い

て

『

ピ

ラ

ウ

ト

の

路

の

の

り

こ

と

』

と

称

し

、

次

の

よ

う

に

定

義

し

て

い

る

。 

『

大

麦

を

横

に

三

粒

な

ら

へ

て

、

指

一

つ

ぶ

せ

と

定

む

。 

指

拾

六

な

ら

へ

て

、

足

の

う

ら

く

つ

を

は

き

た

る

也

一

つ

と

定

む

。 
足

の

う

ら

五

つ

を

ウ

ン

パ

ア

ス

と

云

。

ウ

ン

ハ

ア

ス

は

一

つ

の

ハ

ア

ス

と

云

「

四

尺

二

寸

あ

り 

パ

ア

ス

八

千

を

ウ

ン

レ

イ

ゴ

ス

と

云

。

ウ

ン

レ

イ

コ

ス

と

は

一

里

と

云

「

也 

」 

 

『

足

の

う

ら

』

と

は

ポ

ル

ト

ガ

ル

語

の

「

ペ: pé

（

足

の

意

味

）

」

の

翻

訳

で
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あ

る

。

「

ペ

」

は

ス

ペ

イ

ン

語

で

は

「

ピ

エ

」

（pie

）

と

言

う

。

『

パ

ア

ス

』

は

ポ

ル

ト

ガ

ル

語

表

記

「passo

」

で

「

パ

ッ

ソ

」

と

読

み

、

「

歩

」

を

意

味

す

る

。

当

時

の

ポ

ル

ト

ガ

ル

で

は

靴

（

古

代

で

は

サ

ン

ダ

ル

）

を

履

い

た

足

の

裏

の

縦

の

寸

法

を

「

ペ

」

と

称

し

た

。

古

代

か

ら

寸

法

と

し

て

用

い

ら

れ

、

三

〇

か

ら

三

五

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

の

間

で

時

代

に

よ

っ

て

異

な

る

。 

フ

ォ

ン

ト

ゥ

ー

ラ

・

ダ

・

コ

ス

タ

や

、

サ

ル

バ

ド

ー

ル

・

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

フ

ラ

ン

コ

（

６

）

な

ど

に

従

え

ば

、

「

ペ

」

は

ロ

ー

マ

時

代

か

ら

継

承

さ

れ

た

ロ

ー

マ

・

ペ

で

、

二

九

・

六

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

で

あ

る

。 

パ

ッ

ソ

に

は

二

ペ

ス(pés)

の

も

の

、

二

ペ

ス

半

の

も

の

と

五

ペ

ス

の

三

種

類

が

あ

る

が

、

五

ペ

ス

の

も

の

は

パ

ッ

ソ

・

ジ

ェ

オ

メ

ト

リ

コ

（passo 

geom
étrico

）

す

な

わ

ち

幾

何

学

上

の

パ

ッ

ソ

、

あ

る

い

は

パ

ッ

ソ

・

ド

ゥ

プ

ロ(passo du
plo)

、

す

な

わ

ち

二

倍

の

パ

ソ

と

呼

ば

れ

た

。

ス

ペ

イ

ン

人

の

デ

ィ

エ

ゴ

・

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

が

一

五

八

七

年

に

出

版

し

た

「

航

海

指

南

書

」

に

は

、

ピ

エ

を

含

め

た

長

さ

と

距

離

の

寸

法

に

つ

い

て

『

航

海

書

』

と

お

な

じ

よ

う

な

表

現

で

、

次

の

よ

う

に

述

べ

て

い

る

。 

「

…

…

一

度

は

六

〇

分

に

値

し

、

ま

た

一

七

レ

グ

ア

半

に

値

す

る

の

で

、

こ

れ

ら

の

レ

グ

ア

は

い

ろ

い

ろ

な

寸

法

に

よ

っ

て

数

え

ら

れ

る

。

す

な

わ

ち

、

つ

ぎ

の

よ

う

に

理

解

す

べ

し

。 

大

麦

四

粒

は

一

デ

ー

ド

を

為

す

。 

四

デ

ー

ド

は

一

パ

ル

モ

を

為

す

。 

四

パ

ル

モ

は

一

ピ

エ

を

為

す

。 

五

ピ

エ

は

一

パ

ッ

ソ

・

ジ

ェ

オ

メ

ト

リ

コ

を

為

す

。 

二

パ

ッ

ソ

・

シ

ン

プ

レ

ス

（paso sim
ples

）

は

五

ピ

エ

を

為

す

の

で

、

一

二

五

パ

ッ

ソ

・

ジ

ェ

オ

メ

ト

リ

コ

は

一

エ

ス

タ

ー

デ

ィ

オ

を

為

す

。

八

エ

ス

タ

ー

デ

ィ

オ

は

一

ミ

ー

リ

ャ

を

為

す

が

、

三

ミ

ー

リ

ャ

は

三

〇

〇

〇

パ

ッ

ソ

で

あ

る

一

レ

グ

ア

を

為

す

。

一

レ

グ

ア

は

一

五

〇

〇

〇

ピ

エ

で

あ

り

、

こ

れ

ら

の

レ

グ

ア

か

ら

、

わ

れ

わ

れ

の

計

算

と

し

て

は

北

、

南

、

東

、

西

の

い

ず

れ

で

あ

ろ

う

と

、

そ

の

一

度

は

一

七

レ

グ

ア

半

を

有

す

る

と

理

解

さ

れ

る

…

…

。

」
（

７

） 

 

こ

こ

で

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

が

「

パ

ッ

ソ

」

を

「

単

純

な

パ

ッ

ソ

」

の

意

味

を

示

す

「

パ

ッ

ソ

・

シ

ン

プ

レ

ス

」

と

わ

ざ

わ

ざ

表

現

し

て

い

る

の

は

パ

ッ

ソ

・

ジ

ェ

オ

メ

ト

リ

コ

と

区

別

す

る

た

め

と

思

わ

れ

る

。 

デ

ィ

エ

ゴ

・

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

は

一

レ

グ

ア

＝

三

ミ

ー

リ

ャ

と

し

て

い

る

が

、

こ

れ

は

一

五

、

六

世

紀

に

は

通

常

は

陸

上

で

使

わ

れ

て

い

た

も

の

で

あ

る

。

海

上

で

は

フ

ォ

ン

ト

ゥ

ー

ラ

・

ダ

・

コ

ス

タ

が

述

べ

て

い

る

よ

う

に

一

レ

グ

ア

＝

四

ミ

ー

リ

ャ

が

通

用

し

て

い

た

。

し

か

し

、

デ

ィ

エ

ゴ

・

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

の

「

航

海

指

南

書

」

は

大

変

体

系

的

に

航

海

術

と

造

船

術

に

つ

い

て

記

し

た

書

物

で

あ

り

、

そ

の

中

で

極

め

て

明

確

に

一

レ

グ

ア

＝

三

ミ

ー

リ

ャ

＝

三

〇

〇

〇

パ

ソ

と

し

て

い

る

こ

と

は

、

当

時

の

レ

グ

ア

が

い

か

ほ

ど

の

ミ

ー

リ

ャ

に

対

応

し

て

い

た

か

と

い

う

点

に

つ

い

て

未

だ

議

論

が

残

さ

れ

て

い

る

こ

と

を

示

し

て

い

る

と

言

え

よ

う

。

こ

の

点

は

後

述

す

る

今

井

氏

の

論

文

の

中

で

も

マ

テ

オ

・

リ

ッ

チ

が

「

一

レ

グ

ア

＝

三

ミ

ー

リ

ャ

」

の

記

述

を

し

て

い

る

こ

と

が

指

摘

さ

れ

て

い

る

。 

 

『

航

海

書

』

の

『

ピ

ラ

ウ

ト

の

路

の

の

り

』

を

整

理

す

る

と

、 

 

一

デ

ー

ド

＝

大

麦

横

三

粒 

 

一

ペ

＝

一

六

デ

ー

ド 

一

パ

ッ

ソ

＝

五

ペ 
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一

レ

グ

ア

＝

八

〇

〇

〇

パ

ッ

ソ 
と

な

る

。 

『

航

海

書

』

は

「

一

レ

グ

ア

＝

八

〇

〇

〇

パ

ッ

ソ

」

と

し

て

お

り

、

「

一

レ

グ

ア

＝

八

ミ

ー

リ

ャ

」

と

い

う

一

五

―

一

六

世

紀

の

ポ

ル

ト

ガ

ル

で

通

常

使

用

さ

れ

て

い

た

「

一

レ

グ

ア

＝

四

ミ

ー

リ

ャ

」

の

倍

の

値

を

与

え

て

い

る

。

池

田

好

運

は

一

レ

グ

ア

に

な

ぜ

こ

の

よ

う

な

異

常

な

値

を

与

え

て

い

る

の

で

あ

ろ

う

か

。 

『

航

海

書

』

に

お

い

て

、

一

レ

グ

ア

を

日

本

の

寸

法

に

つ

い

て

換

算

し

て

い

る

部

分

『

ヒ

ラ

ウ

ト

（

ピ

ラ

ウ

ト

の

ピ

が

ヒ

と

な

っ

て

し

ま

っ

た

）

の

一

里

は

日

本

の

貳

里

拾

四

町

一

反

半

一

尺

五

寸

。

』

を

前

項

に

出

て

く

る

「

一

パ

ッ

ソ

は

四

尺

二

寸

」

と

『

一

間

は

六

尺

五

寸

』

、

『

六

十

間

を

一

町

』

、

『

六

間

を

一

反

』

、

『

三

六

町

を

一

里

』

を

用

い

て

八

〇

〇

〇

パ

ッ

ソ

ス

を

計

算

し

て

み

る

と

「

二

里

十

四

町

一

反

半

一

尺

五

寸

」

と

な

り

『

一

里

は

日

本

の

貳

里

拾

四

町

一

反

半

一

尺

五

寸

。

』

の

記

述

と

一

致

し

、

パ

ッ

ソ

の

尺

へ

の

換

算

と

レ

グ

ア

の

尺

へ

の

換

算

が

一

致

し

て

い

る

こ

と

が

確

か

め

ら

れ

た

。

パ

ッ

ソ

に

つ

い

て

は

『

足

の

う

ら

五

ツ

を

ウ

ン

ハ

ア

ス

と

云

。

』

と

述

べ

て

、

パ

ッ

ソ

が

パ

ッ

ソ

・

ド

ゥ

プ

ロ

（

す

な

わ

ち

、

パ

ッ

ソ

・

ジ

ェ

オ

メ

ト

リ

コ

）

で

あ

る

と

し

て

い

る

。

 

と

い

う

こ

と

は

、

一

パ

ッ

ソ

は

一

四

八

セ

ン

チ

な

の

で

、

八

〇

〇

〇

パ

ッ

ソ

ス

は

一

一

八

四

〇

メ

ー

ト

ル

と

な

る

。

と

こ

ろ

が

、

先

に

述

べ

た

よ

う

に

フ

ォ

ン

ト

ゥ

ー

ラ

・

ダ

・

コ

ス

タ

は

一

レ

グ

ア

を

五

九

二

〇

メ

ー

ト

ル

と

し

て

お

り

、

『

航

海

書

』

の

数

値

は

こ

の

約

二

倍

の

数

値

と

な

っ

て

し

ま

う

。

フ

ォ

ン

ト

ゥ

ー

ラ

・

ダ

・

コ

ス

タ

は

一

レ

グ

ア

は

海

上

の

ミ

ー

リ

ャ

で

は

四

ミ

ー

リ

ャ

に

当

た

り

、

一

ミ

ー

リ

ャ

は

一

〇

〇

〇

パ

ッ

ソ

・

ド

ゥ

プ

ロ

な

の

で

、

一

レ

グ

ア

は

四

〇

〇

〇

パ

ッ

ソ

・

ド

ゥ

プ

ロ

に

当

た

る

と

し

て

い

る

。 

し

か

し

『

航

海

書

』

に

は

『

パ

ア

ス

八

千

を

ウ

ン

レ

イ

ゴ

ス

』

と

あ

り

、

レ

グ

ア

と

パ

ッ

ソ

の

関

係

が

お

か

し

く

な

っ

て

し

ま

う

。

ま

た

『

航

海

書

』

は

『

ガ

ラ

ブ

一

つ

は

日

本

道

四

十

一

里

卅

一

町

六

反

五

間

三

尺

五

寸

也

。

』

と

書

か

れ

て

い

る

が

、

こ

れ

を

一

パ

ッ

ソ

が

五

ペ

ス

の

パ

ッ

ソ

・

ド

ゥ

プ

ロ

で

計

算

す

る

と

、

一

尺

＝

三

五

・

二

セ

ン

チ

な

の

で

、

二

〇

六

九

七

六

メ

ー

ト

ル

と

な

り

、

一

度

＝

一

〇

三

六

〇

〇

メ

ー

ト

ル

の

約

二

倍

と

な

っ

て

し

ま

う

。

す

な

わ

ち

、

こ

の

場

合

も

一

パ

ッ

ソ

＝

二

･

五

ペ

ス

が

用

い

ら

れ

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る

。

こ

の

こ

と

は

、

『

航

海

書

』

の

「

ガ

ラ

フ

」

、

「

ミ

ヌ

ウ

ト

」

、

「

ヒ

ラ

ウ

ト

の

里

（

＝

レ

グ

ア

）

」

の

日

本

の

尺

貫

法

へ

の

換

算

の

全

て

に

つ

い

て

言

え

る

。 

大

航

海

時

代

の

ポ

ル

ト

ガ

ル

の

航

海

術

で

は

パ

ッ

ソ

・

ド

ゥ

プ

ロ

（

パ

ッ

ソ

・

ジ

ェ

オ

メ

ト

リ

コ

）

を

使

う

こ

と

が

通

常

で

あ

る

が

、

『

航

海

書

』

の

場

合

は

一

パ

ッ

ソ

＝

二

･

五

ペ

ス

を

採

用

し

て

い

る

の

で

あ

る

。

そ

し

て

、

「

一

パ

ッ

ソ

は

四

尺

二

寸

」

と

い

う

パ

ッ

ソ

の

定

義

に

お

い

て

だ

け

一

パ

ッ

ソ

＝

五

ペ

ス

の

パ

ッ

ソ

・

ド

ゥ

プ

ロ

が

使

わ

れ

て

い

る

と

言

え

る

。

「

パ

ッ

ソ

・

ド

ゥ

プ

ロ

」

す

な

わ

ち

「

二

倍

の

パ

ッ

ソ

」

と

言

わ

れ

る

の

は

「

単

純

な

パ

ッ

ソ

」

（

す

な

わ

ち

パ

ッ

ソ

・

シ

ン

プ

レ

ス

）

は

「

一

パ

ッ

ソ

＝

二

･

五

ペ

ス

」

で

、

こ

れ

を

基

準

に

し

て

そ

の

「

二

倍

の

パ

ッ

ソ

」

と

呼

ん

だ

の

で

あ

ろ

う

と

想

定

さ

れ

る

。

こ

の

パ

ッ

ソ

・

ド

ゥ

プ

ロ

の

由

来

か

ら

し

て

パ

ッ

ソ

の

混

同

が

生

じ

た

と

、

筆

者

は

考

え

る

も

の

で

あ

る

。 

『

パ

ア

ス

八

千

を

ウ

ン

レ

イ

ゴ

ス

』

が

お

か

し

い

こ

と

に

は

今

井 

・

氏

も

気

が

つ

い

て

、

前

掲

の

「

天

官

書

 
X

X
I
 

:
 

南

蛮

地

度

考

」

に

お

い

て

論

じ

て

い

る

が

、

今

井

氏

は

そ

の

根

拠

を

マ

テ

オ

・

リ

ッ

チ

に

よ

っ

て

中

国

に

も

た

ら

さ

れ

た

天

文

学

に

求

め

て

い

る

。 



6 

今

井

氏

の

論

考

を

整

理

す

る

と

、 

マ

テ

オ

・

リ

ッ

チ

か

ら

導

入

さ

れ

た

中

国

で

見

出

さ

れ

る

地

周

（

地

球

の

周 
囲

の

長

さ

）

は

九

万

華

里

と

さ

れ

て

い

る

。 

し

た

が

っ

て

、

地

度

の

一

度

は

二

五

〇

華

里

と

な

る

。 

一

華

里

は

日

本

の

距

離

に

す

る

と

六

町

と

通

常

言

わ

れ

て

い

る

。 

し

た

が

っ

て

一

度

は

日

本

の

長

さ

で

四

一

里

二

四

町

で

あ

り

、

こ

の

数

値

は

 
 

『

航

海

書

』

の

巻

末

に

も

見

ら

れ

る

。 

一

方

、

一

レ

グ

ア

は

三

イ

タ

リ

ア

・

ミ

ー

リ

ャ

で

、

一

イ

タ

リ

ア

・

ミ

ー

リ 

ャ

は

五

華

里

な

の

で

、 

一

レ

グ

ア

は

一

五

華

里

と

な

り

、

日

本

の

長

さ

で

は

九

〇

町

、

す

な

わ

ち

三

 
 

 

五

一

〇

〇

尺

と

な

る

。 

『

航

海

書

』

の

記

述

は

一

レ

グ

ア

＝

八

〇

〇

〇

パ

ッ

ソ

で

、 

一

パ

ッ

ソ

＝

四

尺

二

寸

な

の

で

、 

一

レ

グ

ア

＝

三

三

六

〇

〇

尺 

こ

こ

で

、

三

三

六

〇

〇

尺

は

ほ

ぼ

三

五

一

〇

〇

尺

と

な

る

。 

 

以

上

の

よ

う

に

、

今

井

氏

は

ど

う

し

て

も

解

決

で

き

な

い

『

パ

ア

ス

八

千

を

ウ

ン

レ

イ

ゴ

ス

』

の

問

題

を

中

国

に

導

入

さ

れ

た

マ

テ

オ

・

リ

ッ

チ

の

数

値

か

ら

演

繹

を

し

て

い

る

が

、

無

理

の

多

い

論

考

で

あ

る

と

同

時

に

、

氏

自

身

も

地

周

＝

九

万

華

里

が

ど

こ

か

ら

来

た

も

の

か

わ

か

ら

ず

、

い

ま

一

つ

釈

然

と

し

な

い

と

し

て

い

る

。 

  

さ

て

、

既

に

述

べ

た

よ

う

に

一

ペ

を

現

代

の

メ

ー

ト

ル

法

に

す

る

と

二

九

・

六

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

な

の

で

、

五

ペ

ス

の

一

パ

ッ

ソ

・

ド

ゥ

プ

ロ

は

一

四

八

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

で

あ

る

。

二

ペ

ス

の

パ

ッ

ソ

は

五

九

･

二

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

、

二

ペ

ス

半

の

パ

ッ

ソ

は

一

七

・

六

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

で

あ

る

。

こ

の

三

種

類

の

パ

ッ

ソ

か

ら

、

『

航

海

書

』

の

述

べ

る

一

パ

ッ

ソ

＝

四

尺

二

寸

と

い

う

関

係

を

用

い

て

一

尺

が

何

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

と

な

る

か

を

計

算

す

る

と

、

次

ぎ

の

よ

う

に

な

る

。 一

パ

ッ

ソ

が

二

ペ

ス

の

場

合

 
 

 

一

尺

＝

一

四

・

一

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル 

一

パ

ッ

ソ

が

二

ペ

ス

半

の

場

合

 
 

一

尺

＝

一

七

・

六

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル 

一

パ

ッ

ソ

が

五

ペ

ス

の

場

合

 
 

 

一

尺

＝

三

五

・

二

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル 

日

本

の

尺

貫

法

に

お

い

て

は

、

現

代

は

一

尺

＝

三

〇

・

三

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

で

あ

る

が

、

律

令

制

以

降

江

戸

時

代

ま

で

の

尺

は

一

尺

＝

二

九

・

六

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

（

偶

然

な

が

ら

一

ペ

に

ほ

ぼ

等

し

い

）

で

、

前

二

者

は

明

ら

か

に

お

か

し

く

、

「

一

パ

ッ

ソ

が

五

ペ

ス

」

が

尺

貫

法

と

の

比

較

の

上

か

ら

も

確

認

で

き

る

。

た

だ

、

一

尺

＝

二

九

・

六

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

に

対

し

て

一

尺

＝

三

五

・

二

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

は

異

常

で

は

な

か

ろ

う

か

。 

一

六

世

紀

初

頭

の

日

本

の

度

量

衡

で

尺

は

現

代

の

メ

ー

ト

ル

法

に

す

る

と

い

く

ら

で

あ

っ

た

の

で

あ

ろ

う

か

。

小

泉

袈

裟

勝

氏

の

「

度

量

衡

の

歴

史

」

に

よ

れ

ば

、

大

宝

の

制

の

度

制

が

徳

川

の

四

代

将

軍

家

綱

時

代

の

寛

文

九

年

（

一

六

六

九

年

）

の

度

量

衡

統

一

体

制

の

完

了

ま

で

ほ

ぼ

生

き

つ

づ

け

て

い

た

と

い

う

。

す

な

わ

ち

「

十

寸

為

尺

（

一

尺

二

寸

為

大

尺

一

尺

）

、

十

尺

為

丈

」

（

大

宝

令

）

で

あ

る

が

、

同

氏

は

「

唐

制

に

従

っ

て

い

る

こ

と

は

あ

き

ら

か

で

あ

る

。

し

か

し

表

現

が

似

て

い

る

と

し

て

も

、

各

量

の

実

際

は

ど

う

で

あ

ろ

う

か

。

ま

ず

長

さ

に

つ

い

て

い

え

ば

、

唐

の

大

小

尺

は

そ

の

ま

ま

令

の

大

小

尺

で

あ

る

と

い

う

説

。

令

の

小

尺

は

唐

の

大

尺

で

あ

っ

て

曲

尺

と

な

り

、

令

の

大

尺

は

令

以

前

の

常

用

尺

す

な

わ

ち

高

麗

尺

で

あ

る

と

の

説

、

あ

る

い

は

小

尺

一

尺

二

寸

の

大

尺
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は

呉

服

尺

で

あ

る

と

い

う

説

等

な

ど

多

く

の

異

説

が

あ

る

。

」

と

し

て

い

る

。

そ

し

て

和

銅

の

改

定

に

お

い

て

「

『

古

事

類

苑

』

は

『

其

大

小

尺

ハ

各

従

前

ノ

大

小

尺

ノ

一

尺

二

寸

ヲ

以

テ

一

尺

ト

シ

タ

リ

』

と

し

、

地

を

は

か

る

に

は

大

尺

と

し

て

い

る

。

」
（

８

）

と

小

泉

氏

は

述

べ

て

い

る

。

平

安

時

代

に

つ

い

て

は

「

大

宝

令

の

制

定

よ

り

四

〇

〇

年

、

度

制

に

曲

尺

が

正

統

の

も

の

と

し

て

行

わ

れ

…

ほ

と

ん

ど

変

化

を

起

こ

す

こ

と

な

く

安

定

し

て

き

た

の

で

あ

る

。

」

そ

の

後

、

戦

国

時

代

に

い

た

る

も

度

制

の

事

情

は

変

わ

り

な

か

っ

た

よ

う

で

あ

る

。 

し

か

し

、

小

尺

に

と

っ

て

代

わ

っ

た

大

尺

が

現

在

の

尺

で

あ

り

、

一

尺

は

三

〇

・

五

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

な

の

で

、

『

航

海

書

』

の

尺

が

一

尺

が

三

五

・

二

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

で

あ

る

と

す

る

と

、

通

常

の

尺

の

一

・

二

倍

の

曲

尺

が

用

い

ら

れ

て

い

る

こ

と

に

な

っ

て

し

ま

う

。

呉

服

用

に

使

用

さ

れ

る

曲

尺

が

距

離

に

使

わ

れ

た

と

い

う

の

確

認

で

き

で

お

ら

ず

、

『

航

海

書

』

で

用

い

ら

れ

て

い

る

日

本

の

長

さ

に

つ

い

て

は

今

後

と

も

研

究

の

余

地

が

残

さ

れ

て

い

る

と

考

え

る

。 
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竪

斜

横

に

因

っ

て

路

の

の

り

を

は

か

る 

 

『

航

海

書

』

に

は

『

因

二

竪

斜

横

ニ

一

路

の

の

り

を

は

か

る

』

と

い

う

タ

イ

ト

ル

の

も

と

に

、 

『

ま

は

や

（

正

南

の

方

）

に

の

り

て

、

ガ

ラ

ブ

一

つ

こ

ゆ

る

は

、

な

ん

ば

ん

道 

十

七

里

半

、

日

本

路

四

十

一

里

卅

一

町

六

反

五

町

三

尺

、 

ま

は

や

と

は

や

を

き

ば

や

の

あ

ひ

の

小

ぢ

ん

（

正

南

方

と

西

南

の

す

み

と

の

あ

ひ

を

四

つ

に

わ

り

て

南

方

の

四

分

一

な

り

）

を

の

り

て

、

ガ

ラ

ブ

一

つ

を

こ

す

十

八

里

、

日

本

の

道

四

十

三

里

貳

町

七

反

四

間

一

尺

。

』 

と

い

う

記

述

が

以

下

同

様

に

続

き

、

最

後

に

『

た

だ

、

船

の

遅

速

、

風

の

強

弱

、

順

逆

を

勘

へ

て

、

そ

の

つ

も

り

は

か

る

こ

と

肝

要

也

。

左

の

図

を

見

れ

ば

納

得

あ

る

べ

し

。

』

と

し

て

、

コ

ン

パ

ス

ロ

ー

ズ

の

三

二

方

位

に

数

値

が

書

き

込

ま

れ

た

図

が

載

せ

ら

れ

て

い

る

。

記

述

の

最

後

の

部

分

と

、

こ

の

図

を

見

る

と

、

こ

れ

ら

の

記

述

が

連

針

路

航

法

（

ト

ラ

バ

ー

ス

航

法

）

を

行

う

に

当

た

っ

て

の

南

北

方

向

に

対

し

て

斜

行

す

る

場

合

の

出

発

地

か

ら

の

距

離

を

与

え

た

も

の

で

あ

る

こ

と

が

分

か

る

。

し

た

が

っ

て

先

の

記

述

部

分

は

「

真

南

の

方

向

へ

進

ん

で

、

一

度

を

越

す

時

は

十

七

レ

グ

ア

半

、

す

な

わ

ち

日

本

の

里

に

し

て

（

省

略

）

進

む

。

 
 

南

と

西

南

と

の

間

の

四

五

度

を

四

等

分

し

南

か

ら

最

初

の

方

向

、

す

な

わ

ち

南

北

の

軸

か

ら

一

一

度

二

五

分

離

れ

た

方

向

へ

進

ん

で

一

度

を

越

す

時

は

一

八

レ

グ

ア

、

す

な

わ

ち

日

本

の

里

に

し

て

（

省

略

）

進

む

。

」

と

読

み

と

れ

る

。 十

七

世

紀

の

初

頭

に

お

い

て

大

洋

で

の

船

の

位

置

を

あ

る

程

度

正

確

に

知

る

こ

と

が

で

き

る

の

は

天

測

に

よ

る

緯

度

だ

け

で

あ

っ

た

。

南

北

の

緯

度

一

度

を

一

七

レ

グ

ア

半

と

知

っ

た

上

で

、

船

が

そ

れ

よ

り

何

度

外

れ

た

方

向

に

進

ん

で

い

る

か

を

知

り

、

順

次

行

う

緯

度

測

定

と

の

関

係

の

計

算

を

簡

易

に

す

る

た

め

に

使

わ

れ

た

の

が

こ

の

関

係

式

で

あ

る

。

こ

れ

ら

の

記

述

の

針

路

を

現

代

風

に

改

め

、

日

本

の

里

程

の

記

述

を

省

い

て

一

表

に

す

る

と

次

の

よ

う

に

な

る

。 

  

針

路

 
 
 

 

レ

グ

ア 
南

 
 
 

 
 

一

七

レ

グ

ア

半 
南

微

西
 

 
 

一

八

レ

グ

ア 

南

南

西

 
 
 

一

九

レ

グ

ア
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南

西

微

南

 
 

二

一

レ

グ

ア

半 

南

西

 
 

 
 

二

五

レ

グ

ア 
南

西

微

西

 
 

三

一

レ

グ

ア

半 

西

南

西

 
 
 

四

六

里 

西

微

南

 
 
 

八

八

里 

真

東

と

真

西

 

し

る

し

無

し

（

無

限

大

と

な

る

の

で

数

値

が

無

い

こ

と

） 

 

こ

の

規

則

（

フ

ォ

ン

ト

ゥ

ー

ラ

・

ダ

・

コ

ス

タ

は

「

レ

グ

ア

の

レ

ジ

メ

ン

ト

」

と

呼

称

し

て

い

る

の

で

、

以

後

は

筆

者

も

こ

れ

に

倣

う

）

は

「

ミ

ュ

ン

ヘ

ン

の

ア

ス

ト

ロ

ラ

ー

ベ

の

レ

ジ

メ

ン

ト

」

に

も

既

に

次

の

よ

う

に

記

載

さ

れ

て

い

る

。

 

「

北

と

南

の

度

は

一

七

レ

グ

ア

半

で

あ

る

こ

と

を

知

る

で

あ

ろ

う

。

ま

た

六

〇

分

は

一

度

を

為

す

こ

と

を

知

る

べ

し

。 

四

分

の

一

は

一

七

レ

グ

ア

と

六

分

の

五

を

示

す

。 

直

線

で

は

三

レ

グ

ア

半

離

れ

て

い

る 

四

分

の

二

は

一

九

レ

グ

ア

と

六

分

の

一

を

示

す

。 

直

線

で

は

七

レ

グ

ア

半

離

れ

て

い

る 

（

以

下

省

略

）

」
（

９

） 

こ

の

記

述

の

「

四

分

の

一

は

一

七

レ

グ

ア

と

六

分

の

五

を

示

す

」

と

言

う

の

は

、

「

南

北

方

向

か

ら

四

五

度

の

四

分

の

一

（

す

な

わ

ち

一

一

度

二

五

分

離

れ

た

南

微

西

）

の

方

向

へ

進

む

場

合

、

緯

度

で

一

度

の

差

が

出

る

時

は

一

七

レ

グ

ア

と

六

分

の

五

進

ん

で

い

る

、

と

い

う

こ

と

を

表

し

て

い

る

。

続

く

「

直

線

で

は

三

レ

グ

ア

半

離

れ

て

い

る

」

あ

る

い

は

「

直

線

で

は

七

レ

グ

ア

半

離

れ

て

い

る

」

と

い

う

の

は

そ

れ

ぞ

れ

の

方

向

（

南

北

か

ら

一

一

度

四

分

の

一

あ

る

い

は

二

二

度

半

の

方

向

へ

向

っ

て

南

北

へ

一

度

進

ん

だ

時

、

南

北

の

軸

線

か

ら

東

西

に

何

レ

グ

ア

離

れ

た

か

を

示

し

て

い

る

。

ポ

ル

ト

ガ

ル

や

ス

ペ

イ

ン

の

航

海

書

で

は

こ

の

二

つ

の

数

値

が

示

さ

れ

る

の

が

標

準

的

で

あ

っ

た

。

し

か

し

、

『

航

海

書

』

に

は

後

者

の

南

北

の

線

か

ら

ど

れ

だ

け

離

れ

て

い

る

か

の

数

値

は

示

さ

れ

て

い

な

い

。

次

に

当

時

の

ポ

ル

ト

ガ

ル

と

ス

ペ

イ

ン

の

い

く

つ

か

の

「

レ

グ

ア

の

レ

ジ

メ

ン

ト

」

を

年

代

順

に

並

べ

て

、

『

航

海

書

』

の

数

値

と

比

較

し

て

み

る

。 

こ

の

表

の

中

で

、

ジ

ョ

ア

ン

・

デ

・

リ

ス

ボ

ア

の

数

値

は

か

な

り

古

い

数

値

で

あ

る

が

、

一

六

世

紀

末

の

ガ

ス

パ

ー

ル

・

モ

レ

イ

ラ

の

数

値

に

引

き

継

が

れ

て

い

る

。

ガ

ス

パ

ー

ル

・

モ

レ

イ

ラ

の

航

海

術

の

書

は

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

・

フ

ァ

レ

イ

ロ

や

ペ

ド

ロ

・

ヌ

ー

ネ

ス

の

よ

う

に

、

一

六

世

紀

中

頃

で

は

最

も

権

威

が

あ

筆

者

の

計

算

値 

元
和

航
海

書
:1618 

ﾏ
ﾇ
ｴ
ﾙ
･
ﾃ
ﾞ
･
ﾌ
ｨ
ｹ
ﾞ
ﾚ
ｲ
ﾄ
ﾞ:1614 

ｶ
ﾞ
ｽ
ﾊ
ﾟ
ｰ
ﾙ
･
ﾓ
ﾚ
ｲ
ﾗ:16

世
紀

末
 

ﾍ゚
ﾄ゙

ﾛ
･
ﾇー

ﾈ
ｽ:1537 

ﾌ
ﾗ
ﾝ
ｼ
ｽ
ｺ
･
ﾌ
ｧ
ﾚ
ｲ
ﾛ:1535 

ｼ゙
ｮ
ｱ
ﾝ
･
ﾃ゙

･
ﾘ
ｽ
ﾎ゙

ｱ:1514 
 

航

海

書

（

著

者

名

）

著

作

年 

17.5 17 
1/2 

17 
1/2 

17 
1/2 

17 
1/2 

17 
1/2 

17 
1/2 

０
 

 南
か

ら
11.25

度
づ

つ
西

へ
の

ﾚ
ｸ
ﾞ
ｱ 

17.8

4 

18 18 18 17 
５

/
８

 

17 
5/6 

18 １
 

18.9

4 

19 19 19 19 
3/

８
 

19 
1/6 

19 ２
 

21.0

4 

21 
1/2 

21 21 
1/2 

21 21 
1/
３

 
21 
1/2 

３
 

24.7

5 

25 24 
3/
４

 
25 24 

3/
４

 
24 
3/
４

 
25 ４

 

31.5

0 

31 
1/2 

31 
1/2 

31 
1/2 

31 
1/2 

31 
1/
４

 
31 
1/2 

５
 

45.7 46 43 
３

/
４

 

46 45 
３

/
４

 

46 
1/2 

46 ６
 

89.7

0 

88 89 
２

/3 
88 89 

３
/
４

 
87 
1/6 

88 ７
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る

学

者

の

航

海

術

の

書

物

で

は

な

く

、

古

い

ジ

ョ

ア

ン

・

デ

・

リ

ス

ボ

ア

の

数

値

を

転

記

し

た

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。

興

味

深

い

の

は

『

航

海

書

』

の

数

値

が

同

書

の

書

か

れ

た

年

代

と

同

じ

頃

の

著

作

で

あ

る

ガ

ス

パ

ー

ル

・

モ

レ

イ

ラ

の

数

値

に

近

い

こ

と

で

あ

る

。

実

は

『

航

海

書

』

の

太

陽

赤

緯

表

に

つ

い

て

も

、

現

存

す

る

一

六

世

紀

か

ら

一

七

世

紀

に

か

け

て

の

他

の

太

陽

赤

緯

表

と

並

べ

て

み

る

と

、

ガ

ス

パ

ー

ル

・

モ

レ

イ

ラ

の

も

の

に

最

も

近

い

数

値

が

多

い

の

で

あ

る

。

 
 

中

村

拓

氏

は

「

御

朱

印

船

航

海

図

」

中

で

『

航

海

書

』

の

デ

キ

リ

ナ

サ

ン

は

ガ

ス

パ

ー

ル

・

モ

レ

イ

ラ

の

航

海

案

内

書

に

似

た

よ

う

な

も

の

か

ら

取

っ

た

の

で

あ

ろ

う

と

、

述

べ

て

い

る

。
（

１０

）

『

航

海

書

』

の

赤

緯

表

の

ポ

ル

ト

ガ

ル

、

ス

ペ

イ

ン

系

の

航

海

術

書

と

の

関

連

に

つ

い

て

は

稿

を

改

め

て

論

じ

た

い

。 

中

村

拓

氏

は

同

じ

「

御

朱

印

船

航

海

図

」

の

中

で

「

岩

生

教

授

の

《

朱

印

船

貿

易

史

の

研

究

》

に

も

、

《

元

和

航

海

記

》

は

明

か

に

一

六

〇

六

年

か

ら

一

六

二

五

年

の

間

に

出

版

さ

れ

た

ポ

ル

ト

ガ

ル

王

室

の

天

体

地

理

学

者 

マ

ヌ

エ

ル

・

デ

・

フ

ィ

ゲ

イ

レ

イ

ド 

の

著

し

た

「

エ

グ

ザ

メ

ン

・

デ

・

ピ

ロ

ト

ス

」

に

依

る

も

の

で

あ

る

と

云

わ

れ

て

い

る

、

と

あ

り

、

ボ

ク

サ

ー

の

「

極

東

に

お

け

る

フ

ィ

ダ

ル

ゴ 1550 – 1770

」

を

註

と

し

て

引

用

し

て

い

る

。

し

か

し

ボ

ク

サ

ー

氏

の

著

書

に

は

《

元

和

航

海

記

は

フ

ィ

ゲ

イ

レ

イ

ド 

の

書

と

似

た

よ

う

な

何

れ

か

の

版

か

ら

取

っ

た

に

相

違

な

い

と

云

っ

て

い

る

。

》

に

す

ぎ

な

い

。

」

と

書

い

て

い

る

。

す

な

わ

ち

、

ボ

ク

サ

ー

は

『

航

海

書

』

の

元

と

な

っ

た

ポ

ル

ト

ガ

ル

の

航

海

書

の

類

い

の

一

つ

と

し

て

マ

ヌ

エ

ル

・

デ

・

フ

ィ

ゲ

レ

ー

ド

の

「

ピ

ロ

ト

の

試

問

書

（

エ

グ

ザ

メ

ン

・

デ

・

ピ

ロ

ト

ス

）

」

を

指

摘

し

て

い

る

の

で

あ

る

が

、

こ

の

書

物

に

出

て

く

る

「

レ

グ

ア

の

レ

ジ

メ

ン

ト

」

の

数

値

は

『

航

海

書

』

の

レ

ジ

メ

ン

ト

の

数

値

と

は

同

じ

で

は

な

い

。

こ

の

点

も

、

『

航

海

書

』

に

現

れ

る

様

々

な

数

値

の

原

典

を

研

究

す

る

に

当

た

っ

て

注

目

す

べ

き

点

の

一

つ

で

あ

ろ

う

。 

 

五

 

む

す

び 

 
 

『

航

海

書

』

に

は

当

時

の

西

洋

の

航

海

術

に

必

携

と

さ

れ

た

さ

ま

ざ

ま

な

数

値

が

出

て

く

る

。

本

稿

で

は

こ

の

な

か

で

、

距

離

に

関

す

る

も

の

に

焦

点

を

あ

て

て

論

じ

て

み

た

。

『

航

海

書

』

に

つ

い

て

は

天

文

学

上

の

諸

数

値

に

つ

い

て

多

く

の

研

究

が

な

さ

れ

て

き

た

。

ま

た

、

種

本

を

求

め

る

研

究

も

多

い

。

し

か

し

、

種

本

に

つ

い

て

は

決

め

手

と

な

る

も

の

は

見

つ

か

っ

て

い

な

い

。

『

航

海

書

』

の

紙

数

の

七

割

を

占

め

る

太

陽

赤

緯

の

数

値

は

夙

に

指

摘

が

あ

る

よ

う

に

ガ

ス

パ

ー

ル

・

モ

レ

イ

ラ

の

数

値

が

最

も

近

い

。

本

論

で

は

、

レ

グ

ア

の

レ

ジ

メ

ン

ト

の

数

値

も

ガ

ス

パ

ー

ル

・

モ

レ

イ

ラ

と

同

じ

も

の

で

あ

る

こ

と

を

述

べ

た

。

両

書

の

関

係

の

な

ん

ら

か

の

近

さ

を

う

か

が

わ

せ

る

も

の

で

あ

る

が

、

転

記

し

た

も

の

で

は

な

い

。

『

航

海

書

』

の

太

陽

の

赤

緯

表

、

黄

金

数

、

南

十

字

の

レ

ジ

メ

ン

ト

な

ど

の

ポ

ル

ト

ガ

ル

、

ス

ペ

イ

ン

系

の

航

海

術

書

と

の

関

連

に

つ

い

て

は

次

の

稿

を

起

こ

し

、

池

田

好

運

が

『

航

海

書

』

の

参

考

と

し

た

航

海

術

書

に

す

こ

し

で

も

近

づ

い

て

み

た

い

。

 
 

 

最

後

に

な

る

が

、

今

井

氏

の

論

文

は

同

氏

の

論

文

だ

け

を

集

め

て

謄

写

版

で

印

刷

し

た

個

人

雑

誌

「

天

官

書

」

に

所

載

さ

れ

て

お

り

、

こ

れ

は

現

在

で

は

目

に

す

る

こ

と

が

難

し

い

。

筆

者

は

飯

田

嘉

郎

氏

よ

り

頂

戴

し

た

も

の

を

利

用

で

き

た

。

『

航

海

書

』

の

京

大

本

に

つ

い

て

は

、

本

学

会

の

会

員

で

あ

る

浦

川

和

男
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氏

か

ら

海

上

保

安

庁

水

路

部

が

所

有

す

る

写

真

の

コ

ピ

ー

を

い

た

だ

い

た

。

こ

こ

に

ご

両

人

に

感

謝

の

念

を

記

す

。 

 

 

註

 

 (

１)

ル

イ

ス

・

デ

・

ア

ル

ブ

ケ

ル

ケ

「

発

見

史

へ

の

導

入

」(In
trodu

ção à  

H
istória dos D

escobrim
en

tos)

一

九

六

二

年

 

第

二

版

 

コ

イ

ン

ブ

ラ

 
 

二

五

一

ペ

ー

ジ 

（

２

）

フ

ア

ン

・

ク

ロ

ン

ベ

ル

ゲ

ル(Ju
an

 C
rom

berger)

の

評

注

版

フ

ラ

ン

シ 

 
 

ス

コ

・

フ

ァ

レ

イ

ロ(F
ran

sisco F
aleiro)

著

「

天

球

お

よ

び

航

海

術

論

」

 

 
 

正

確

に

は

次

の

よ

う

な

長

い

タ

イ

ト

ル

が

つ

け

ら

れ

て

い

る

。

「

新

た

に 

 
 

書

か

れ

極

め

て

必

要

な

い

く

つ

か

の

規

則

を

持

つ

高

度

に

つ

い

て

の

レ

ジ 

 
 

メ

ン

ト

を

含

む

天

球

と

航

海

術

論

」(T
ratado del esph

era y del arte  

 
 

del m
arear con

 el regim
ien

to de las altu
ras cõ algu

as reglas  

 
 

n
u

eu
am

en
te escritas m

u
y n

ecessarias)

原

著

は

一

五

三

五

年

、

セ 

 
 

ビ

リ

ア

 

六

九

ペ

ー

ジ 

（

３

）

今

井 

・

「

天

官

書

 
X
X
I
 

一

九

五

六

年

一

〇

月

」 

（

４

）

ア

ン

ト

ニ

オ

・

ラ

ミ

レ

ス

・

ベ

ル

ゲ

ル(A
n

ton
io R

am
irez de V

erger)
 
 

 
 

 

 
 

編

「

ピ

エ

ー

ル

・

ダ

イ

 

イ

マ

ゴ

・

ム

ン

デ

ィ

と

他

の

小

作

品

」(P
ierre 

 
 

d’A
illy Y

m
ago M

u
n

di y otros opú
sclos)

一

九

九

二

年

マ

ド

リ

ッ

ド 

 
 

三

七

ペ

ー

ジ

 
 

 
 

ま

た

ポ

ル

ト

ガ

ル

の

最

も

重

要

な

ペ

ド

ロ

・

ヌ

ー

ネ

ス

も

こ

の

数

値

を

使 

 
 

っ

て

い

る

。 

 
 

ペ

ド

ロ

・

ヌ

ー

ネ

ス

著

作

集(O
bras)

リ

ス

ボ

ン 

 
 

科

学

ア

カ

デ

ミ

ー

版

、

第

一

巻

 

一

九

四

〇

年  

一

六

ペ

ー

ジ

 
 

（

５

）

フ

ォ

ン

ト

ゥ

ー

ラ

・

ダ

・

コ

ス

タ(F
on

tu
ra da C

osta)

「

発

見

の

航

海 

 
 

術

」(A
 M

arin
h

aria dos D
escobrim

en
tos)

一

九

八

三

年

、

リ

ス

ボ 

 
 

ン

、

第

四

版

、

二

一

一

―

二

一

六

ペ

ー

ジ 

 
 

「

一

ミ

ー

リ

ャ

は

一

〇

〇

〇

ダ

ブ

ル

・ 

パ

ッ

ソ

ス

。

一

パ

ッ

ソ

・

ド

ゥ 

 
 

プ

ロ

（

パ

ッ

ソ

・

ジ

ェ

オ

メ

ト

リ

コ

）

と

も

言

う

）

は

五

ペ

ス

。

こ

の

場 

 
 

合

は

イ

タ

リ

ア

で

使

用

さ

れ

て

い

た

ペ

で

、

ロ

ー

マ

・

ペ

の

こ

と

。

ロ

ー 

 
 

マ

・

ペ

は

二

九

・

六

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

。

し

た

が

っ

て

一

パ

ッ

ソ

・

ド

ゥ 

 
 

プ

ロ

は

一

・

四

八

メ

ー

ト

ル

と

な

る

。

」

こ

れ

ら

当

時

の

ポ

ル

ト

ガ

ル

に 

 
 

お

け

る

距

離

の

単

位

の

関

係

を

次

の

よ

う

に

第

一

表

に

ま

と

め

て

い

る

。 

 

（

６

）

サ

ル

バ

ド

ー

ル

・

ガ

ル

シ

ア

・

フ

ラ

ン

コ

（S
alvador G

arcia F
ran

co

）

   

   

「

航

海

の

技

術

と

科

学

の

歴

史

」(H
istoria del arte y cien

cia de  

１
ﾚ
ｸ
ﾞ
ｱ 

１
ﾐ
ｰ
ﾘ
ｬ 

１
ｴ
ｽ
ﾀ
ｰ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｵ 

１
ﾊ
ﾟ
ｯ
ｿ
･
ﾄ
ﾞ
ｩ

ﾌ
ﾟ
ﾛ 

 

4,000 

1,000 

125 

－
 

ﾊ
ﾟ
ｯ
ｿ
ﾄ
ﾞ
ｩ

ﾌ
ﾟ
ﾛ 

32 

8 －
 

－
 

ｴ
ｽ
ﾀ
ｰ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｵ 

4 －
 

－
 

－
 

ﾐ
ｰ
ﾘ
ｬ 

5,920 

1,480 

185 

1.48 

ﾒ
ｰ
ﾄ
ﾙ 
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n
avegar)

一

九

四

七

年

、

マ

ド

リ

ッ

ド

、

一

二

二

ペ

ー

ジ

 
 

 
（

７

）

デ

ィ

エ

ゴ

・

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ(D
iego G

arcía de P
alacio) 

 
 

「

航

海

指

南

書

」(In
stru

ccíon
 N

áu
tica)

一

五

八

七

年

、

一

九

九

三

年

、 

 
 

マ

ド

リ

ッ

ド

海

軍

博

物

館

版

 

三

六

九

ペ

ー

ジ

 
 
 

 
 

（

８

）

小

泉

袈

裟

勝

、

「

度

量

衡

の

歴

史

」

一

九

七

七

年 

（

９

）

「

ミ

ュ

ン

ヘ

ン

と

エ

ヴ

ォ

ラ

の

航

海

案

内

書

」(O
s G

u
ias N

áu
ticos  

 
 

M
u

n
iqu

e e É
vora)

一

九

六

五

年

、

リ

ス

ボ

ン

 

一

三

八

ペ

ー

ジ 

（

１０

）

中

村

 

拓

「

御

朱

印

船

航

海

図

」

一

九

六

五

年

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

中

村

 

拓

氏

は

パ

リ

の

国

立

図

書

館

で

ガ

ス

パ

ー

ル

・

モ

レ

イ

ラ

の

手

写

本

の

航

海

術

の

書

を

写

真

に

撮

っ

て

お

り

、

こ

の

写

真

を

元

に

内

山

守

常

氏

が

横

浜

大

学

論

叢

第

六

巻

第

一

号

（

一

九

五

五

年

）

に

「

元

和

航

海

書

の

デ

キ

リ

ナ

サ

ン

」

と

い

う

論

文

を

発

表

し

て

い

る

。

ガ

ス

パ

ー

ル

・

モ

レ

イ

ラ

の

航

海

術

の

書

は

レ

オ

ン

・

ブ

ー

ル

ド

ン(L
éon B

ourdon)

と

ル

イ

ス

・

デ

・

ア

ル

ブ

ケ

ル

ケ(L
uís de A

lbuquerque) 
に

よ

っ

て

注

釈

版

が

一

九

七

七

年

に

ポ

ル

ト

ガ

ル

に

お

い

て

発

刊

さ

れ

て

い

る

。

 

  
 

参

考

文

献

参

考

文

献

参

考

文

献

参

考

文

献    

    

○

飯

田

嘉

郎

「

日

本

航

海

術

史

」

一

九

八

〇

年 

○

飯

田

嘉

郎

「

航

海

術

史

」

一

九

八

四

年 

○

今

井

・

「

南

蛮

紅

毛

太

陽

赤

緯

表

攷

」

一

九

六

六

年

 

○

今

井 

・

「

天

官

書

 
X
X
I
 

一

九

五

六

年

一

〇

月

」 

○

内

山

守

常

「

元

和

航

海

書

の

デ

キ

リ

ナ

サ

ン

」

一

九

五

五

年 

 
 

 
 

 
 

横

浜

大

学

論

叢

第

六

巻

第

一

号

所

載 

○

小

泉

袈

裟

勝

「

度

量

衡

の

歴

史

」

一

九

七

七

年 

○

中

村

拓

「

御

朱

印

船

航

海

図

」

一

九

六

五

年 
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